
のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表１

1　教育・保育施設

実績数 進捗状況の説明
実績数

A

(実績数
－計画数)

A-B

進捗状況の説明
(確保策推進等についての考え方
に照らし、進捗状況や、実績数と
計画数との乖離理由等について
記載のこと)

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

1,619 1,521 △ 115 1,601 1,577 1,636 1,602 1,530

幼児期の学校教育の
利用希望が強い

148 153 △ 14 163 161 167 164 156

上記以外 1,471 1,368 △ 101 1,438 1,416 1,469 1,438 1,374

1,619 1,521 △ 115 1,601 1,577 1,636 1,602 1,530

特定教育・保育施設 144 144 0 144 144 144 144 183

確認を受けない幼稚園 870 870 △ 150 1,020 1,020 1,020 1,020 1,020

市外の幼稚園 605 507 35 437 413 472 438 327

0 0 0 0 0 0 0 0

1,647 1,777 59 1,546 1,521 1,718 1,763 1,764

2,049 2,239 24 1,802 2,027 2,215 2,215 2,260

特定教育・保育施設 1,996 2,146 △ 16 1,679 1,904 2,162 2,162 2,207

地域型保育事業 0 0 0 0 0 0 0 0

認可外保育施設 53 93 40 123 123 53 53 53

402 462 △ 35 256 506 497 452 496

290 270 △ 41 374 374 311 324 339

362 394 20 355 385 374 374 380

特定教育・保育施設 314 323 △ 3 278 308 326 326 332

地域型保育事業 29 29 0 32 32 29 29 29

認可外保育施設 19 42 23 45 45 19 19 19

72 124 61 △ 19 11 63 50 41

38.5% 41.7% 0 32.0% 34.8% 38.8% 38.8% 39.4%

1,282 1,294 56 1,312 1,356 1,238 1,230 1,300

1,277 1,476 107 1,236 1,371 1,369 1,369 1,399

特定教育・保育施設 1,115 1,210 3 931 1,066 1,207 1,207 1,237

地域型保育事業 99 99 0 95 95 99 99 99

認可外保育施設 63 167 104 210 210 63 63 63

△ 5 182 51 △ 76 15 131 139 99

58.1% 73.4% 0 57.5% 61.7% 67.5% 71.1% 71.7%

4
３号認定
（１・２歳）

２　確保の内容

３号認定
（０歳）

3 保育課

区分
番
号

確保策推進等についての考え方

小金井市における私立幼稚園、国立大学附属幼稚園、認定こども園
（幼稚園分）の定員数の合計は1,164人となっています。幼稚園は、居
住する市区町村以外に所在する園への通園が可能であり、子ども・子
育て支援に関するニーズ調査にもあるように、市内の未就学児童の多
くが市外の幼稚園に通園しています。
今後は、認定こども園の新設や、既存の幼稚園・保育施設が認定こど
も園へ移行を希望する場合の受入れ体制づくりを進め、円滑な認定こ
ども園への移行により幼稚園の利用ニーズに対応します。また、現状よ
りも多くの児童が地域の施設に通園できる体制を整えるとともに、既存
の幼稚園に対する認定こども園制度に関する情報提供・周知に努めま
す。
さらに、幼稚園利用ニーズに対する更なる対応や、幼児教育・保育の無
償化の開始に伴い、今まで以上に幼稚園と市との連携を進めていく必
要もあります。私立幼稚園協会等との情報提供・交換による相互理解、
幼稚園各園の共通した課題等に対する支援を行うことにより、教育・保
育の総合的な質の維持、向上を図っていきます。

担当課

保育課

私立幼稚園利用者は昨年に比べ
減少している一方、市外の幼稚園
に通う利用者の割合は、約45％
と、昨年（約40%）より増加してい
る。今後も、保育ニーズの増加が
予想されるため、既存園の意向を
尊重しながら、認定こども園への
移行への対応ができるよう検討を
進めていく。

令和４年度進捗状況

１　必要利用定員総数

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

保育課1

過不足（２-１）

2

２号認定
（満３歳以
上、保育
所を利用
希望）

保育課

１号認定
（満３歳以
上、幼稚
園を利用
希望）

平成31年4月に111人であった待機児童も、認可保育所の新設
等の対応により令和4年4月には11人まで減少しています。その
ため、令和６年度までは、市内幼稚園ニーズ（１号認定）に対応
するための認定こども園の新設に連動する定員増分のみを見
込むこととし、令和７年度以降の保育定員の確保については、
今後の利用率等の状況を見て、改めて検討を行います。

待機児童の解消に向けて、施設
整備等の定員の確保に努めてい
るが、令和4年4月現在の待機児
童数が11名となる等、前年度待機
児童数より減少した。
申込者の多くが特定教育・保育施
設への入所を希望している状況で
はあるが、今後は定員適正化に
ついても検討していく。

保育利用率

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

過不足（２-１）

過不足（２-１）

２　確保の内容

令和３年度進捗状況

待機児童の解消に向けて、施設
整備等の定員の確保に努めてい
るが、令和3年4月現在の待機児
童数が41名となる等、前年度待機
児童数より減少した。
申込者の多くが特定教育・保育施
設への入所を希望している状況を
踏まえ、引き続き定員確保策を検
討していく。

計画数（B）

保育利用率

量の見込みと確保の内容

過不足（２-１）

１　必要利用定員総数
私立幼稚園利用者の総数は減っ
たものの、約4割の利用者が市外
の幼稚園に通園している状況は
変わっていない。今後も引き続き、
既存園の意向を尊重しながら、認
定こども園への移行の対応ができ
るよう検討を進めていく。


